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宮藤浩子 (京大 ･霊長研 )
ニホンザルの群れの統合機構に関する群間比較
の重要性については､これまでも指摘され､いく
つかの研究があるが､遊動場面での統合扱鰍こ注
目することは少なかった｡
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昨年度からの継続研死として事由の大り亡群(個
体数70,12)を対象に比較調査を行った｡遊動時
の統合機mを把握し､これを定爪的に表わす指枕
を捉示すろことを目的に､昨年度は小郡の統合状
腰をIEi点的に調査したが､今年度は同じ方法をFf]
いて､大群の調査を重点的に行った｡出産期広後
の8-9月の調査から､以下のような知見がえら
れた｡
この時掛 ま､夏期の給餌の影響が残っていたた
め､大王刑土牛後にのみ遊動を行っていた｡大群の
遊動にも､小群と同様に､柴合して移動するpha-
seと分散して採食するphaseがあり､これが一
日の問に2-8回繰り返される｡すなわち､この
時期の大群が任う主な採食場所は一日に8か所前
後であり､これらをつないで迅速な移動を行って
いることがわかった｡ただし､移動の開始や方向
転換などの斑となるような行動は､小群のように
顕著には認められず､音声によるなきかわしも多
くはなかった｡その結果､群れがいくつかに分断
され､迷い子になった個体が群れを捜し歩くこと
がよく観察され､統合状態はかなりゆるやかなも
のであることがわかった｡
大王料こ特徴的な統合機構をさらに解明するため
に､各個体をめぐる空間配置の継時的な変化を調
べた｡その結果､個体の空間配位の変化には群れ
全体の分散と柴合よりも細かいリズムがあり､採
食場所円で個体は何回かの大きな移動を行ってい
ることがわかった｡このリズムが何を反映してい
るのか､個体の社会的属性(年齢､噸位､出産経
験など)や採食行動との関係から引き続き検討し
たい｡これによって､大群の統合横柄を明らかに
し､小群との比較をさらに進めていきたい｡
その壁側のリンパ竹系について印/&した｡観察結
果より､下唇より起こるリンパ管の内､通称 tオ
トガイ"部に相当する下田端部からのリンパ乍払i.
如何なる流注経路で所周])ンパ節であろ顎下リン
パ節矧こ注いでいるのかについて､追試の必変性
が起きた｡その鵜､ニホンザルMacacafuscaEa
fuscaLa(M.i.I.)2頭､アカゲサシL,Macaca
mutaEta(M.m.)1頭について概黙した｡下鱒
先端部のやや左側に帽してCH44を穿刺注入した
第1例M.I.I.では､左右の顎=脱肪前股内側緑
と舌骨に挟まれた三角､オトガイ下三角の底部に
連珠状に存在する])ンパ郎(現下T)ンパ節)を均
等に,tQく染めたが､右側万への流れが左側への流
れよりも強く､右郊リンパ本幹までも表出してい
た｡前例とは逆のやや右に飼した部分にCH14を
穿刺注入したM.m.は､顎下l)ンパ節の円､左側
よりも右側の同リンパ節がやや強く牡め出され､
前例と類似した走行をfitしていた｡次いで､下田
先端部にCH44を穿刺注入したM.I.I.の邦2
例については､剖検視察中であろ｡既に解剖を終
えた先の2例の胴1mこついては､その並行形腰が
M.I.I.では､ヒト胸管の走行形慣(足立､1953)
に当てはめると､9型に分現したもののY型に､
M.m.はその1型に相当していた｡各例の的管内
の弁の数､形状､抑脈への開口部などの状況につ
いては､M././.の那2例と同様､剖検祝祭中で
あり､ヒト成人胸管の解剖学的研究(向井､198D
の成約と対比する予定である｡
脂肪勲の構成パターンを指標とした空長頬の
′系統分類
中野益刃(村広市大 ･古庄環境 )
霊長類のリンパ管系に関する比較解剖学的研
究(マカクに関する知見) -続報一
早川敏之(慈恵医大)
詔技glの1)ンパ管系に関する報告はSilvester
(1911-1912),Didioetat.(1959).Azzali
and Manfredona(1959),遠藤(1911), 手島
(1986.1936)等の記載を認めろ｡那2回El本詔長
獄学会大会(名古屋,1986)に於て､ロ技類の1)
ンパ管系 2.ニホンザルに関する知見と超して､
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動植物を柄成している主要な生体成分にタンパ
ク質､地質(炭水化物)および肥田(脂肪)があ
る｡これらの生体成分は､環境条件の変化にたい
しては不安定で､長和間地下に埋蔵きれると､圧
力､水分などの物理的な作用を受けてFLIq壊してい
くだけでなく､土の巾に住んでいる微生物による
生物的作用によっても分解していく｡これまで考
古学的fl村中に含まれろ生体成分が完全な状懐で
迫存するのは､地下水位の訪い低地避跡､泥炭氾
跡､貝塚などごく限られた場所にすぎないと考え
